
（参考）短期施策では以下の回遊性向上施策を検討

パンダ橋
・上野公園 ↔ 不忍池 ↔ まち

袴腰広場

・上野駅・鶯谷駅 ↔ アートクロス ↔ 谷中方面

資料4-1基盤整備推進部会における検討状況について ～ビジョンにおける位置付け～

１

■上野地区まちづくりビジョンにおける基盤整備に関する記述の抜粋 ※第１回基盤整備推進部会資料を一部加筆・修正



エントランス
街区

観光バス駐車場

東京文化会館

国立西洋美術館

国立科学博物館

①アートクロス
整備

中央通り歩行者優先化
（短期：④社会実験）

（上野地区まちづくりビジョンより）

（上野地区まちづくりビジョンより）

（上野地区まちづくりビジョンより）

上野駅

主な短期施策

①アートクロス整備

②歩行者回遊性向上

③パンダ橋活用

④中央通り社会実験

両
大
師
橋

➁歩行者回遊性向上

凌雲橋

鶯谷駅

東京国立
博物館

東京藝術大学

③パンダ橋
活用中央通り

昭和通り

浅草通り

上野恩賜公園

国際競争力を強化する
文化・芸術の創造発信拠点の形成

TOKYO数寄フェス2017＠上野恩賜公園

大巻伸嗣「プラネテス」Photo by Keizo Kioku

歩行者優先の
わかりやすい都市空間の創出

タイムズスクエア＠ニューヨーク

国際都市の顔に相応しい
駅前空間の創出

キングスクロス駅＠ロンドン

「歩行者優先のわかりやすい都市空間の創出」の実現に向けて、ウォーカブルまちづくり推進検討に着手 （適宜個別検討PTを立上げ）

基盤整備推進部会における検討状況について ～上野地区ウォーカブルまちづくり推進～

２

袴腰広場

【A.上野公園北部エリア
歩行者回遊性向上検討】
対象エリア

【B.パンダ橋活用検討】
対象エリア

【C.中央通り＋袴腰広場活用検討】
対象エリア



基盤整備推進部会における当面の検討テーマの設定について

長期（2040年代）中期（2030年代）短期（2020年代）

歩行者優先の
わかりやすい都市空間
の創出

既存施設の改修
・有効活用

杜とまちをつなぐ歩行者ネットワークの強化

国際都市の顔に
相応しい駅前空間の
創出

風格ある歩行者広場空間の創出
わかりやすい交通結節点の整備

世界中の人々を
迎え入れるおもてなし
機能の強化

案内・サービス機能と
交流機能の強化

公園機能の維持・向上
インフォメーションセンターの整備

杜まち全体を体験・感動できる機能の導入

調査・検討

上野地区ウォーカブル
まちづくり推進の短期施策

の推進

歩行者回遊性向上に
資する都市機能の検討

上野地区全体における都市機能の誘導・整備

交通機能の集約等検討 上野地区全体における交通結節点整備

駅前歩行者空間の
創出検討

風格ある歩行者広場空間の創出

テーマ１

テーマ４

テーマ３

テーマ２

上野地区ウォーカブルまちづくり推進の中長期施策の推進

３

上段：ビジョンにおける取組み

下段：部会の当面の検討テーマ


